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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
架線集材の生産性向上が期待されるタワーヤーダではあるが,近年新たに普及の進んだ機械であるため,
その安全管理に対して,関係法令の整備が進んでいないのが現実である｡タワーヤーダは架線集材装置で
あり,主索を持つ機種については,労働省安全衛生法令で定める機械集材装置であることに変わりはない0
しかし,タワーヤーダでは,索の用い方が従来架線の場合とは異なるため固有の安全基準が必要となる｡
特に,元柱としてのタワーに負荷される主索の張力と,タワーを保持するガイライン張力について,それ
らの発生機構がタワーヤーダでは特有のものであり,その解明が急務となっている｡ また,タワーヤーダ
では,無線の遠隔操作による省力化が,生産性の向上に効果的な手段であり,その実用化が望まれている｡
本論文では,タワーヤーダの索張力特性と無線による遠隔操作の可能性について実測値をもとに詳細に検
討したものであり,評価すべき主要な点は以下のとおりである｡
1.主索に発生する張力については,実測値に基づいて,搬器位置でのホールライン張力による負荷分力
と,タワー先端位置での負荷分力変化という指標を用いた分析を行っている点が目新しい｡また,機器荷
重との関係及びその衝撃張力については,理論値との比較により衝撃的な張力発生の実態を明らかにして
いる｡
2.控索 (ガイライン)の張力については,その発生メカニズムを数学的に明らかにするとともに,ガイ
ラインにタワー保持力が生ずるための限界張力,すなわち,その架設時に必要な基礎張力の基準をいくつ
かの設置条件ごとに得ている｡ また,ガイラインがある程度以上緊張した状態では,その張力増加率が支
点間距離の変化率で近似できることを実測値から明らかにしている｡
3.遠隔操作用無線では,特定小電力無線を対象に,林地内での到達性に及ぼす林分の影響を明らかにし
ている｡特に,距離,立木密度および樹高の影響を,実測値をもとに重回帰分析を用いて数値として明ら
かにしている｡
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以上のように,本論文はタワーヤーダの主索及び控索について,その張力の特性を実測及び理論の両面
から明らかにし,また,無線の到達性に与える林木の影響を明らかにしている｡これらの結果紘,タワー
ヤーダ作業の安全指針を得る上で重要であるとともに,同作業の生産性向上の可能性を兄いだしたもので
あり,林業工学に寄与するところが大きい｡
よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,平成9年 1月22日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位
を授与される学力が十分あるものと認めた｡
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